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	報 告 者 氏 名
	高山　美代子

	大 会 名
	ＩＯＤＡアジア選手権２０１２

	開 催 地
	スリランカ　　トリンコマリー

	大 会 期 間
	2012年6月2日～10日


	開催地域の様子
	ホテル周辺の道路は舗装されてなく、くぼみだらけの道だったが、ホテル敷地内は一変。
綺麗な砂浜、サル、リス、大トカゲ、室内にはヤモリと自然豊かな素敵なところでした。

	宿泊場所
	事前にお願いしていただいてたおかげで、選手と同じホテルに宿泊できました。
日本チームは４部屋で１棟のコテージに宿泊しました。

	大会のサポーターへの対応は
	日本語は通じませんが必要な事柄を新設丁寧に教えていただけました。

	選手たちのコンディションいつもとどうでしたか？
	疲労がたまり、朝、つらそうにしている選手も、準備→出艇となると集中し、強風の中、早めに海上に出て練習してレースに臨んでました。

	サポーターとして気をつけたことは？
	生水を避けミネラルウォーターを常備。
子供たちは室温を下げ気味なので就寝時など設定温度に気を付けました。

現地の食事が合わない子が多く、摂取量が少なかったため、持参した日本食、おやつで補いました。

	海外の選手を見て感じたことは？
	しっかり食事をとっていた。

	日本の選手を見て感じたことは？

	ＪＡＰＡＮチームはみんな仲が良く、常に一緒にいました。休息も兼ねているのか、部屋で過ごすことが多く、他国選手との交流をあまり持たず残念に思えた。
レース中、他の選手の動きをよく観察していたようで、ミーティング時、お互いのセーリングについて指摘しあっているのには感心しました。

	Spare dayの過ごし方は？
	ホテルビーチからボート送迎の国立海洋公園ピジョンアイランドに行き、シュノーケリングをして楽しんだ。
トゥクトゥクというタクシーをチャーターし、トリンコマリー中心街まで観光がてら唯一のスーパーマーケットでの買い物を体験した。

	日本チームとして
の課題はありましたか
	レース期間中の体力維持のためには、睡眠、食事が大切だということの自覚がもう少し必要と思えました。

	ＪＯＤＡへの要望
	要望はありません。
皆様にご尽力いただき、大変貴重な経験をさせていただきました。

お世話になりありがとうございました。

	その他
	ＧＰＳトラッキングなしのチームレースでは、会場でアナウンスがあると、もう少し様子が分かりやすかったと思う。

	
	現地で日本食を調達するのは困難だと予想し、ある程度持ち込みしていたが、まさかスポーツドリンクが無いとは想定外で、顆粒２箱分だけの持ち込みだったため、後半不足してしまった。

	
	大会中、各国にクーラーBOXいっぱいの氷とミネラルウォーターを配布してくださったので、大変助かりました。

	
	海上弁当はパン食で選手の口に合わなかったため、後半はおにぎりを作ってもたせました。サランラップとジップロックが重宝しました。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会

